
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門   建設部門 河川砂防 

専門とする事項：治水計画 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

 

I  –  1 人 口 減 少 、 高 齢 化 、 厳 し い 財 政 状 況 、 エ ネ ル ギ

ー ・ 環 境 等 、 我 が 国 は 様 々 な 制 約 に 直 面 し て い る 。 今

後 ま す ま す 厳 し く な っ て い く こ れ ら の 制 約 下 に お い て

も 、 国 民 の 安 全 ・ 安 心 を 確 保 し 、 社 会 経 済 の 活 力 の 維

持 ・ 増 進 し て い く た め に は 、 限 ら れ た イ ン プ ッ ト か ら 、

出 来 る だ け 多 く の ア ウ ト プ ッ ト を 生 み 出 す こ と が 求 め

ら れ て い る 。 そ の 鍵 は 、 地 域 構 造 を 「 コ ン パ ク ト 」 +

「 ネ ッ ト ワ ー ク 」 と い う 考 え 方 で つ く り 上 げ 、 国 全 体

の 生 産 性 を 高 め て い く こ と に あ る 。 こ の よ う な 状 況 を

踏 ま え 、 以 下 の 問 い に 答 え よ 。  

( 1 )  「 コ ン パ ク ト 」 + 「 ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 推 進 す る に

あ た っ て ， 技 術 者 と し て の 立 場 で 多 面 的 な 観 点 か ら 3

つ 課 題 を 抽 出 し ， そ れ ぞ れ の 観 点 を 明 記 し た 上 で 、 課

題 の 内 容 を 示 せ 。  

( 2 )  前 問 ( 1 )  で 抽 出 し た 課 題 の う ち 最 も 重 要 と 考 え る

課 題 を 1 つ 挙 げ ， そ の 課 題 の 解 決 策 を 複 数 示 せ 。  

( 3 )  前 問 ( 2 )  で 示 し た す べ て の 解 決 策 を 実 行 し た 上 で

生 じ る 専 門 技 術 を 踏 ま え た 懸 念 事 項 へ の 対 応 策 を 示 せ 。  

( 4 ) （ 1 ） 〜 （ 3 ） を 業 務 と し て 遂 行 す る に あ た り 必 要

と な る 要 件 を 、 技 術 者 と し て の 倫 理 、 社 会 の 持 続 可 能

性 の 観 点 か ら 述 べ よ 。  
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１ . 多 面 的 な 観 点 か ら 課 題 を 3 つ  

（ 1 ） い か に 良 質 な ま ち づ く り を 進 め る か ： 質 の 観 点  

近 年 、 デ ジ タ ル 化 が 発 展 し て お り 、 様 々 な 分 野 で 活

用 さ れ て い る 。 コ ン パ ク ト な ま ち づ く り に お い て も 、

デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し て い く こ と が 有 効 で あ る 。 ま た 、

住 民 や 訪 問 者 に 親 し ま れ る よ う 、 質 の 向 上 も 重 要 で あ

る ① 。 よ っ て 、 質 の 観 点 か ら 、 い か に 良 質 な ま ち づ く

り を 行 う か が 課 題 ② で あ る 。  

 

（ 2 ） い か に 人 材 育 成 を す る か ： 人 材 面 の 観 点  

日 本 の 建 設 産 業 の 就 業 者 数 は 1 9 9 7 年 の 6 8 5 万 人 に

対 し て 現 在 は 4 8 0 万 人 程 度 で あ り 、 ピ ー ク か ら 約 3 割

減 少 し て い る 。 ま た 、 技 能 労 働 者 の う ち 約 3 割 が 6 0

歳 以 上 で あ り 、 1 0 年 以 内 に 大 半 が 引 退 を 迎 え る 。 こ

の た め 、 今 ま で ま ち づ く り に 従 事 し て き た 熟 練 技 術 者

の 知 識 や ノ ウ ハ ウ が 若 手 技 術 者 に 継 承 さ れ に く く な っ

て い る ③ 。 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点 か ら 、 い か に ま ち づ

① 背景では、２つのことが述べられています。「デジタル技術の活用が有効」と「質の向上が重要」

です。この二つの事柄は並列で書かれているため、関連性が不明確です。また、人々に親しまれる

質の向上とは一体どのようなものなのか、漠然としており読み手に言いたいことが伝わりません。

例えば、「デジタル技術を活用した都市機能の向上が重要」といった具合にデジタル技術の関連性

と質の具体化を表現する必要があると考えます。 

② 課題設定している良質なまちづくりは、①の通りです。観点も課題と類似しているとともに、質の

観点とはどのような立場・見方なのか理解できません。後述の解決策を勘案して従前どおり、まち

づくりにおけるデジタル化が課題で良いと思います。この場合の観点は、技術面ですかね。 
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く り を 行 う 人 材 を 育 成 す る か が 課 題 で あ る 。  

 

（ 3 ） い か に 官 民 連 携 を 進 め る か ： コ ス ト の 観 点  

日 本 の 建 設 投 資 額 は 1 9 9 2 年 の 8 4 兆 円 に 対 し て 現 在

は 6 0 兆 円 程 度 で あ り 、 ピ ー ク か ら 約 3 割 減 少 し て い

る 。 地 方 自 治 体 の 多 く は 財 政 状 況 が 逼 迫 し て お り 、 社

会 資 本 へ の 投 資 が 難 し く な っ て い る 。 コ ン パ ク ト な ま

ち づ く り を 進 め る に 当 た っ て は 、 都 市 基 盤 整 備 は 不 可

欠 で あ り 、 限 ら れ た 予 算 の 中 で 最 大 限 の 効 果 を 得 る こ

と が 重 要 で あ る 。 こ の 費 用 対 効 果 を 向 上 さ せ る に は 、

民 間 企 業 の ノ ウ ハ ウ や ア イ デ ィ ア の 活 用 が 有 効 で あ る 。

よ っ て 、 コ ス ト の 観 点 か ら 、 い か に 官 民 連 携 を 促 進 す

る か が 課 題 で あ る 。  

2 . 最 も 重 要 な 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

デ ジ タ ル 化 は ま ち づ く り だ け で な く 様 々 な 分 野 に も

応 用 で き る た め 、 「 い か に 良 質 な ま ち づ く り を 進 め る

か 」 を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

（ 1 ） M a a S の 導 入  

複 数 の 公 共 交 通 や 移 動 サ ー ビ ス を 最 適 に 組 み 合 わ せ

て 、 検 索 ・ 予 約 ・ 決 済 等 を 一 括 で 行 う こ と が で き る

M a a S を 導 入 す る 。 今 ま で は 、 自 ら 個 々 の 交 通 手 段 を

細 か く 調 べ て い た 。 ス マ ー ト フ ォ ン の ア プ リ を 用 い て

③ 熟練技術者が退職することのみをもって継承されにくくなったとは言えず、継承されにくくなる要

因が述べられていないので釈然としません。ここは、現象ではなく重要性にしてはどうでしょう。

→「熟練技術者の知識やノウハウを若手技術者に継承していくことが重要である。」 
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出 発 地 か ら 目 的 地 ま で の 移 動 手 段 を 検 索 や 予 約 、 決 済

ま で を 一 括 で 行 う こ と で 、 移 動 の 質 の 向 上 に 寄 与 す る 。

④  

 

（ 2 ） 都 市 計 画 情 報 の オ ー プ ン デ ー タ 化  

 都 市 計 画 の 分 析 お よ び 検 証 に 用 い る 基 礎 デ ー タ を オ

ー プ ン デ ー タ 化 す る 。 具 体 的 に は 、 G I S の デ ー タ が 挙

げ ら れ る 。 G I S は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 上 で 人 口 分 布 や 土

地 利 用 状 況 、 建 物 の 利 用 状 況 な ど の 地 理 空 間 情 報 を 重

ね 合 わ せ て 表 示 す る シ ス テ ム で あ る ⑤ 。 例 え ば 、 空 き

家 の 分 布 を 可 視 化 す る こ と に よ っ て 、 空 き 家 を 除 去 ・

活 用 す る な ど 、 空 き 家 対 策 検 討 が 可 能 に な る ⑥ 。 ま ち

づ く り に 関 す る 分 析 や 検 証 の 質 の 向 上 に 寄 与 す る ⑦ 。  

 

④ MaaS（マース：Mobility as a Service）とは、地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動

ニーズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・

決済等を一括で行うサービスであり、観光や医療等の目的地における交通以外のサービス等との連

携により、移動の利便性向上や地域の課題解決にも資する重要な手段となるものです（国交省 HPよ

り抜粋）。MaaS の重要な要素である下線部の考えが示されていません。また、例示においても、具

体性はマートフォンのアプリという部分だけで、前段の説明が繰り返されているように見えます。

→「また、観光や医療等の目的地における交通以外のサービス等との連携により、移動の利便性向

上を図る。例えば、目的地が病院であった場合、診療予約とそれに伴う移動の検索・決済をスマー

トフォンアプリ等により一括で行えるサービスを提供する。」 

⑤ ここでは、解決策（やること）を書くべきです。GISの説明は不要です。 

⑥ GISの特徴の重ね合わせを活用した事例になっていません。 
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（ 3 ） ス マ ー ト プ ラ ン ニ ン グ の 活 用  

個 人 単 位 の 行 動 デ ー タ を も と に 、 人 の 動 き を シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン し 、 施 策 実 施 の 効 果 を 予 測 し た 上 で 、 施 設

配 置 や 空 間 形 成 、 交 通 施 策 を 検 討 す る ス マ ー ト プ ラ ン

ニ ン グ を 導 入 す る 。 下 記 の よ う に 活 用 す る こ と で 、 ま

ち づ く り 計 画 の 質 の 向 上 に 寄 与 す る 。  

① 最 適 な 立 地 の 検 討 ： ビ ッ グ デ ー タ を 活 用 し て 、 様 々

な 移 動 特 性 お よ び 施 設 配 置 や 道 路 空 間 に 変 化 さ せ た 時

の 滞 在 時 間 の 変 化 を 把 握 す る ⑧ 。 公 共 施 設 の 最 適 な 立

地 の 検 討 が 可 能 に な る 。  

 

② 都 市 構 造 の 検 討 ： コ ン パ ク ト な ま ち づ く り は 、 集 約

型 の 都 市 構 造 を 構 築 す る こ と で ⑨ 公 共 施 設 も 集 約 ・ 再

編 す る こ と が で き る 。 ス マ ー ト プ ラ ン ニ ン グ は 、 こ れ

ら 公 共 施 設 の 集 約 再 編 の 検 討 に 用 い る こ と が 効 果 的 で

あ る ⑩ 。 こ れ ら の 都 市 構 造 を 検 討 ⑪ す る 際 の ツ ー ル と

⑦ 効果を書くのではなく（特筆すべき効果、波及効果などは OK）、ここでは、解決策（やること）を

書くべきです。→「・・・向上を図る」 

※ 問題のテーマは、コンパクトプラスネットワークなので、これに貢献することを示唆する内容も記

述すると良いでしょう。例えば、「人口分布や重要施設の立地状況とハザード情報を重ね合わせ、

集約するエリアを特定する」といった表現などが考えられます。 

⑧ 把握するものが分かりづらいです。①移動特性、②施設配置、③滞在時間の変化の３つだと思いま

す。①は理解できます。②は公共施設の最適な立地を検討するための施設とは何ですか。③は何を

道路空間に変化させるのですか。②と③は説明不足で、何が言いたいのか分かりません。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門   建設部門 河川砂防 

専門とする事項：治水計画 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

し て 有 効 で あ る 。  

 

3 . 懸 念 事 項 と 対 応 策 ： 以 下 へ 示 す 。  

懸 念 事 項 は 、 人 口 密 度 の 過 度 な 増 加 ⑫ に よ っ て 、 電

力 等 の 公 共 サ ー ビ ス の 品 質 が 低 下 す る こ と で あ る ⑬ 。

対 応 策 は 、 需 要 に 応 じ て ス マ ー ト グ リ ッ ド を 構 築 し て 、

そ の エ リ ア の 電 力 の 安 定 供 給 ⑭ を 行 う こ と で あ る 。  

4 . 業 務 遂 行 に あ た り 必 要 と な る 要 件 と 留 意 点  

業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確 保

す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築 し

て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段 階

で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う に 留 意 す る 。  

 以 上 。  

 

⑨ コンパクトシティと集約型の都市構造は同義です。どちらか一方は削除しましょう。 

⑩ これでは、①最適な検討と同じ内容ではありませんか。小見出しは、都市構造の検討です。 

⑪ 公共施設の集約再編の検討は、都市構造の検討ではありません。 

⑫ コンパクトプラスネットワークは、多極分散型の都市構造であり、人口密度の過度な増加を誘発す

るものではないと考えます。さらに、上記の解決策（デジタル技術の活用）が人口密度の増加とど

のような関係にあるのかも分かりません。 

⑬ 人口増加で電力が低下する仕組みが分かりません。 

⑭ スマートグリッドは、電力の地産地消、災害対応を目的として検討される施策であり、安定供給を

目的とするとの表現に違和感があります。 


